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第2章　政治改革はどこまで進んだか一選挙分析を中心として
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第2章　政治改革はどこまで進んだか一選挙分析を中心として
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第2章　政治改革はどこまで進んだか一選挙分析を中心として
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第2章　政治改革はどこまで進んだか一選挙分析を中心として
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第2章　政治改革はどこまで進んだか一選挙分析を中心として
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第2章　政治改革はどこまで進んだか一選挙分析を中心として
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　　　　　　　図1　四川省遂寧市全図
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る’懸れに民’表とに七選接　る
ほ正輝’お代村大がよ日挙選　上
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衆議選とそ選各・補薦補九よ　い
組をぼ村の挙村政者でし上れとる
織通れ生後区か府は立た八ばそ。
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　　　　　　「図2　選挙区の仕組み（イメージ）

三園街道分会　（分会選挙管理委員会）

　　　　　　　　LE

　　　　　　　　　第一選挙区（選挙区管理委員会）

　　　　　　　　　第二選挙区（選挙区管理委員会）

　　　　　　　　　第三選挙区（選挙区管理委員会）

（出所）筆者作成。

（学部管理委員会）

　　E　　　第1組
　　　第2組
　　　第3組

（学部管理委員会）

　　E　　　第4組
　　　第5組
　　　第6組
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　　　　　　　　　　　　　　　　表8　候補者確牢に関する公告

　選挙民が推薦した代表候補者の第一段階でのリストを基礎に，反復討論，民主協商を行った。多数の選

挙民の意見に基づき，正式な代表候補者を以下のように確定した。

《第二選区一定数2》

　　　朱子力　　　（男，43歳，漢族）　北京大学法律学系教授，博士指導教師，法理論教学研究室主任

　　　劉　偉　　　（男，41歳，漢族），北京大学経済学院教授，博士指導教師，副院長

　　　黄培皓　　　（女，19歳，漢族）　北京大学国際関係学院1998年入学学部生，学習委員

《第三選区一定数3》

　　　李　蘭　　　（女，45歳，漢族）　燕園街道緋事川副主任

　　　張兆東　　　（男，48歳，漢族）　北大方正集団公司総裁

　　　陳窃盗　　　（男，42歳，漢族）　北京大学校長助理，人事処処長

　　　鞠傳進　　　（男，35歳，漢族）　北京大学校長助理，総務長

自

、
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表9　投票結果に関する公告
蕊

、

　　第一選区：有権者数8，905名，投票者数7，944名（投票率89．2％），実際の投票者数7，912名

　　第二灘区：有権者数7，736名，投票者数6，654名（投票率86．0％），実際の投票者数6，542名

　　第三選区：有権者数7，917名，投票者数7，462名（投票率94．3％），実隙の投票者数7，322名

　「選挙実施細則」第49条に基づき，①投票率50％以上で選挙は成立する，②投票者数の過半数の票を得

た候補者を当選とする，（以下，第三選区の公告のみ）③投票者数の過半数の票を得た候補者の数が定数

を超えた場合は，得票数の多い順に当選とする。

　　第一選反当選者：呂植

　　第二選反当選者：劉偉，朱思至

　　第三選区当選者：張兆東，陳文申，李蘭

　（注）　投票率は筆者が計算した。



第2章　政治改革はどこまで進んだか一選挙分析を中心として

表10　再投票結果に関する公告

一　第一選区：有権者数：8，905名，投票者数7，414名，（投票率

　83．3％），実際の投票者数7，349名

二　魏引下が，、投票者数の3分目1の票を獲得し，「選挙実施細

　則」第49条の関連規定に基づき，当選した。

（注）投票率は筆者が計算した。
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ていき惨鼻にい益時れ者ちら畠い
く　。な部盾選。を’る名の出人か
る例い門で挙
のえ。とあが
でばものる行
は’ち関。わ
な海ろ係現れ
い淀んが在て
か区こ重のい
。政う要中る
日質しで国も
本がたあのの
で主事るシの
も管情たス’
’すはめテ人
早る”ム民国本章単の代
規業早撃中表
模に大とで大
のと要し単最
大つがて位は
企て中はが単
業は黒人利位
は’の民心の
地海教代を利
方淀育表実益
議区部大々実
寸人直会す現
に民属にるの
は代の価た場
関表機値めで
心大関をには
を会だ見はな
示のかい’い
　　　　　O

実題一簿候て民と
昼席反を補い代私
し者毒見をる表は
たに討て推候大漁
いそ論’そ補会え
たの’誰う者とた
め場民になにい。
なで主投ど入う北
の政協票とれと京
か薄商すいよこ大
も力一るううろ懐
しをでか学とは困
れ発はを院い自際
な揮’決幹う分国
いさ出め部気た讃
しせ席たのもち学
’る者一命なの院
単動のと令い利に
に機政言やし益所
出は治う学’を平
角重力。院そ吊す
者かが他内も現る
自。モ方でそすあ
身学ノ’のもるる
の部を候コ選場有
政かい補ン田所権
治らう者セ自で角
力候こをン体はに
の補と決サになこ
誇者が定ス関いの
示を推すも心。質
な出測るなが自問
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るり振ら　のしならが景は違さ
。得興素人監かい許整に’いな
　なの革民督し。認備は私はい
　い卑し代機’彼可さ’営なだ
　。策て表関そらやれ私企いろ
　人やも大とれと曾て営業よう
　民私’会しにの遇い企のうが
　代半周のてよチ措な業経に’
　表企辺役期つや襲い振営思地
　大業環割待てンを現聖者わ元
　会の境強さワネ管状にがれ企
　の地’量れイル得で関人る業
　改位本がるロをす’す民。は
　革を章単一な繋る凝る代あ大
　は定のば方どげし営中表るき
　中め下れで’のるか礫率に研な
　国たでて’汚たな業政な究関
　政法言いゆ職めいが府り道心
　治律えるがもに。よのたにを
　のがば。ん増’そり政がよも
　構整’しだえ私のよ策つれっ
　造聖主か機る営たいやてばだ
　的さ着し能Q企め経法い’う
　なれ部’をこ業に営照る現う
　問な門人果ののは環がと在。
　題けと民たよ経’境不い’そ
　とれ個嘱しう営政を十う県の
　密ぼ雲表てに者府野分現・点
　接’の大い’は幹得な象市で
　に人一会る人人相すごがレは
　つ民位のケ民民にると導べ’
　な代と制1代外接にがくル日
　が表の度ス表表近はあ見の本
　つ大関そも大にし’るら人と
　て会係のあ会なな個。れ夢中
　いの’もるがるけ別政る里国
　る海馬の。党のれに策。表に
　の革営を　やでぼ政やそ大大
　では企い　政あな府法の愕き
　ああ弾く　府るらか律背でな
　　　　　　　o
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